
●入力項目の説明

既に承認済みで有効な計画書と同一の課題名は使わないでください。

実験開始予定日を指定することもできます。

実験開始予定日までに承認されることをお約束するものではありません。

やむを得ない理由で至急の審査を依頼する場合には、迅速審査を依頼してください。

その場合には、必ず事前に動物実験センターに相談してください。

計画書の種類を選択してください。
実験実施者を入力するには、検索ボタンから実施者を指定して追加してください。

ユーザー登録で実施者グループを登録しておくと、一定のメンバーを一括指定することも可能です。

漢字またはｶﾅ（半角）で部分一致検索

が可能です。



計画書の作成を開始した人以外を実験責任者に指定する場合は、

まず実験実施者欄に追加してください。

実験責任者欄の氏名欄の右端のプルダウンをクリックすると、実験実施者

欄の中から責任者になれる身分※の方を選択することができます。

※教授、准教授、講師、助教、助手、特任教授、特任准教授、特任講師、

特任助教

計画書の作成を開始した人にはデフォルトで入力権限付与されます。

作成依頼をする予定の方には入力権限を付与することができます。

【注意‼】複数名に付与した場合、同時に編集を行うと、先にアクセスしたほうの保存が優先されますので、十分ご注

意のうえ、必要な方にのみ付与するようにしてください。

実験責任者以外にも連絡を希望する場合には、実験実施者の中から指定することができます。

システムからの自動配信メールが責任者と連絡者宛に届きます。

実験全体の目的や科学的・社会的意義等を記載してください。

申請する動物実験行う必要性が、一般の方や審査委員に伝わるように記載してください。

該当するものを選択してください。

その他を選択した場合には具体的内容を入力してください。



【注意】

実際の利用が可能かどうか（設備機器類、飼育スペースなど）

については、各施設に直接確認してください。

共同利用の施設を利用

する場合にはチェックを

入れてください。

それ以外の飼養保管施

設・実験室を使う場合は

検索から選択・追加してく

ださい。

実験室は申請中でも追加

可能ですが、飼養保管施

設は承認済みでないと追

加することはできません。

飼養保管施設を全く使

用しない場合は、その

旨を備考欄に明記して

ください（入力漏れでは

ないことの確認のため）。

備考にチェックを入れる

と、入力欄が開きます。

検索ボタンから選択・追加できます。ユーザー登録で実験室や飼養保管施設を

グループ登録しておくと、一括で追加できます。

該当するものを選択してください。

その他を選択した場合には具体

的内容を入力してください。

特殊実験実施がある場合には、有にチェックを入れてください。

該当する箇所にチェックをいれてください。

・ケタミンの使用があり取得済みの場合は、麻薬研究者免許を添

付してください。

・遺伝時組換え実験（ゲノム編集を含む）が関連する場合は、検索

ボタンから該当する遺伝子組換え実験を選択してください。

・遺伝子組換え実験の「申請中の場合は承認後に実験を実施す

ることに同意」にチェックを入れてください。



実験番号ごとに、使用す

る動物種・系統・使用数・

繁殖数を記載してください。

※繁殖数について：

マウス・ラットについては

記載をお願いします。

（下記動物実験センター

HPに掲載の「繁殖用マウ

ス使用匹数算出シート記

入例」を参考にしてくださ

い）

http://www.clar.med.toho
ku.ac.jp/web.html

動物種、入手先の順に選択、または入力してください。

登録済みのマスタから対象の系統名を絞り込み選択・追加すると、遺伝子組換え動物の有無、微生物学的保証、

動物の特性等の情報が自動表示されます。その他を選択してフリー入力することも可能です。

以下を注意して詳しく記載してください。1000文字まで入力可能です。

・3R「Replacement(代替）・Reduction（削減）・Refinement（改善）」に十分配慮した実験内容と実験方法

・実験動物への人道的配慮がおこなわれているかどうかが分かるよう、具体的手技や条件等を詳しく

・時系列に沿って（麻酔・薬剤投与・安楽死などのタイミング、処置や観察の期間など具体的に）

・複数の動物種や系統を使用する場合はその理由

・初めて行う実験では少数匹で予備実験を行うこと

該当するものをすべて選択してください。

実験の方法は合計５つまで入力することができます。

【注意１】入力後に実験を削除した場合、実験番号は番号が飛ぶ場合がありますが、合計５つまで入力可能であることに変わりはありません。

例）実験１、２、３、４、５を入力後に実験２を削除すると、実験番号は１、３、４、５となり、次に実験を追加するとその番号は６となります。

【注意２】変更申請・申請の際に、既に承認済みの実験を丸ごと削除することはできません。



算出根拠は、群数の内訳の説明、実験回数

の説明が分かるよう記載してください。

動物種や系統を追加できます。実験番号ひとつについて30行まで追加できます。

30行を超える場合には、別の実験欄に分けて記載（あるいは計画書を分けて）ください。

該当するものを選択してください。

動物実験センターのHPの「カテゴリ分類一覧

表」も参考にしてださい。
http://www.clar.med.tohoku.ac.jp/data/web/s
ecurity/categories.pdf

該当するものをすべて選択してください。

詳細情報が必要なものは入力欄が展開します。

人道的エンドポイントとは、実験動物を実験動物を激しい苦痛から解放するための実

験を打ち切るタイミング（安楽死処置を施すタイミング）を指します。

実験を継続しても得られる知見より、動物への苦痛が大きいと判断するポイントです。

実験内容に応じて、具体的な複数の症状や合理的な数値的指標を挙げてください。

実験のエンドポイントとは異なります。

動物実験センターHPの「人道的エンドポイントの指標」も参考にしてださい。
http://www.clar.med.tohoku.ac.jp/data/web/security/humane.pdf

実験方法欄を新しく追加してから、入力することもできます。

実験番号は自動で付番されます。

入力した実験方法欄を複製して編集

することができます。

実験番号は自動で付番されます。

【注意‼】間の実験方法を削除すると、実験番号の番

号が飛びますが、合計５つまで入力可能であることに

変わりはありません。

投与量の欄では、以下が分かるよう記載してください。

・吸入麻酔：気化器使用の場合→導入何％、維持何％

それ以外（チューブ等）で容量を明確に記載できない場合→「適量＋目的（短時間の鎮静、注射麻酔補助等）」等

・注射麻酔：動物の体重当たりの麻酔薬成分の量（mg/kg等）、

東北大学規程記載の（三種混合麻酔等の）標準液を使用する場合は「ml/g」も可。

・複数動物種を使う場合には、それぞれについて別記



各実験方法欄で入力した使用動物の情報が集約されます。

該当するものを選択してください（複数可）。

一連の実験の一部を他の機関で行う場合などは、審査を受けた機

関の承認証その他関連資料を添付してください。

動物実験センター宛に、問い合わせなどがある場合には、コメント欄を利用できます。

長文になる場合にはメールでのお問い合わせをお願いします。
clar@med.tohoku.ac.jp

実験終了後の処置で安楽死処置を選択した

場合は、安楽死の確認が必須となります。

該当するものを選択してください（複数可）。

詳細情報が必要なものは入力欄が展開します。


